
 

 

 

 

 

 

 

充実した２学期に！ 

校長 密谷 由紀 

少しずつ、秋の気配を感じるようになりました。先日、子どもたちの元気な声が学校に戻り、２学期が

スタートしました。２学期は、学校生活が充実する実りの時期です。 

夏休み当初には、乙訓大会やコンクールがあり、どのクラブもこれまでの練習の成果を精一杯出し切っ

ていました。ベンチや応援席から一生懸命応援する姿、コートの中で互いに声を掛け合い、集中してプレ

ーする姿、ステージ上で心を一つにして演奏する姿…、負けた後の悔し涙もありました。私は、各会場を

まわりながら、本校の子どもたちの一生懸命な姿に、本当に感動させられました。保護者の方々と一緒に

応援できたことも楽しかったです。 

  

先日、臨床心理士の朝比奈恭子さんの講演を聴く機会がありました。講演テーマは「臨床心理士から見

た緊急支援」についてです。 

ここ数年、私たちの身の回りでも、コロナ感染症の大流行、地震や豪雨などの災害、SNSを介しての

誹謗中傷、事故、事件等、緊急支援が必要な事態は頻繁に起こっています。当事者や被害にあわれた方、

ご遺族、ご家族の悲しみや苦痛は生涯癒えるものではありません。私たち教員も、当事者（被害者）側に

もなり得るし、生徒やご家庭を援助する側にもなる可能性があります。 

朝比奈先生によると、緊急事態に直面した時に、個人に起こるストレス反応には、①身体症状、②行動

の変化、③感情や思考の変化等があり、表面的に表れた行動・態度を単純に“わがまま”や“甘え”と判

断しないことが大切だそうです。さらに特に配慮すべき点として、 

・初期には問題がないように感じられても、時間が経過した後に不適応が生じることがある。 

・深刻な不安を抱えていても、一時的に、表面上はおとなしく、明るく行動することがある。 

・身近な家族や関係者は、子どもがつらい気持ちであることは十分理解しているが、少しでもそのつら

さを和らげてあげたいという気持ちがはたらくことで、子どもの感じているストレスを軽度に見てし

まう傾向がある。 

といったことがありました。これらのことを十分に理解した上で援助しなければなりません。また、援助

者自身も、長期的な援助を継続していると、うっかりミスが頻発したり、つらい気持ちに襲われることも

あるそうです。援助者のストレスにも、当事者同様に、対応が必要だということでした。 

子どもたちは、緊急事態だけでなく、日常でも、様々なストレスを受けている場面があると思います。

上記のような配慮を大切にしながら、ご家庭と連携し子ども一人一人を支えていきたいと考えております。

また、私たち大人もともに支えあう意識を大切にしましょう。 
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本校では、スクールカウンセラーの笹田先生を中心に、子ども自身がストレスを理解し対応できるよう、

ストレスマネジメント等の心理教育を進めています。機会があれば、ご家庭でも話題にあげてください。 

結びに、保護者の皆さま、地域の皆さまには、今学期も本校の教育活動にご理解、ご支援をいただきま

すようよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健闘！ 夏の大会・コンクール 

 

＜大会・コンクールの結果＞ 
 

乙訓大会 （団体） 男子卓球部     準優勝   山城進出 

           女子バレー部    第３位 

男子ソフトテニス部 第３位 

           女子ソフトテニス部 第３位 

           サッカー部     第３位 

           野球部       第3位 

 

（個人） 女子ソフトテニス部 岡本花・安井万葉組  優勝     山城進出 

                エブラヒムアユー天瑠・鈴木愛来組  山城進出 

男子ソフトテニス部 原田哉希・大脇健慈組        山城進出            

      男子卓球部     木舩慧士    山城進出 

                米澤巧真    山城進出 

 

山城大会    女子ソフトテニス部 岡本花・安井万葉組  ベスト8  

 

京都府大会出場 水泳部       小山陽輝、竹本優汰、岡本海璃、内野康太 

                   山田勇志、宮本紗希、小林慧吾 

女子ソフトテニス部 岡本花・安井万葉組 

 

近畿大会    水泳部       小林慧吾 400ｍ個人メドレー 第６位 

                        200ｍ個人メドレー 第９位 

 

全国大会    フェンシング部   熊本詩乃  準優勝 

 

京都府吹奏楽コンクール  吹奏楽部   金賞 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        

令和６年度 乙訓新人大会〔日程・会場〕 

クラブ 日 程 会 場 

陸上 9月21日(土)  山城総合運動公園 

 水泳 9月7日(土)  長岡中 

 野球 9月14日(土)15日(日)  長岡第四中 

 サッカー 
9月14日(土) 

15日(日) 

 大山崎中 

 立命館中 

 ソフトテニス男子 
9月14日(土)  個人 

15日(日) 団体 
 長岡中 

 ソフトテニス女子 
9月14日(土)  個人 

15日(日) 団体 
 西ノ岡中 

 バレー女子 9月14日(土)15日(日)  長岡第三中 

 バスケット男子 
9月14日(土)15日(日) 

大山崎町体育館 

 バスケット女子 

 卓球男子 
9月14日(土)  団体 

15日(日) 個人 
 大山崎中 

 卓球女子 
9月14日(土)  団体 

15日(日) 個人 
 勝山中 

   ※保護者の観戦場所、駐車等に関しては、各専門部の指示に従ってください。 



全国大会 銀メダル！  

熊本詩乃さん 表敬訪問 
 

この夏の「全国中学生フェンシング選手権大会2024」女子フ

ルーレで、見事“準優勝”を果たし、銀メダルを獲得した3年生

の熊本詩乃さんが、結果報告のために前川大山崎町長を表敬訪問し

ました。 

前川町長からの質問に対して熊本さんは「僅差で金メダルを逃し

たことは悔しかったです」「将来はオリンピックに出場したいで

す」と力強く抱負を語っていました。また、同席したフェンシング

部顧問の富岡菜採先生からは「大会では緊張しているところを見た

ことがありません。いつも平常心を保っています」と、熊本さんの

精神的な強さも語られました。 

 

＜各種表彰＞ 

緑化ポスターコンクール      

佳作   川野芭夏（3年） 山口愛唯（1年） 

愛鳥週間ポスターコンクール 

努力賞  新開恵流（1年） 坂元菜都（1年） 谷平千紗（1年） 吉原碧（1年） 

全日本中学生水の作文コンクール 

     努力賞  鈴木愛来（2年） 

今後のおもな予定 

9月                     10月 

３日（火）、４日（水）2年職場体験学習    2日（水）体育大会 

4日（水）3年ストレスマネジメント講習    7日（月）3年学習確認 

7日（土）水泳新人大会                    プログラム 

11日（水）生徒会専門委員会         12日（土）山城駅伝大会 

14日（土）、15日（日）乙訓新人大会     24日（木）  文化祭 

21日（土）陸上新人大会           25日（金） 

25日（水）安全の日：PTAあいさつ運動    

26日（木）、27日（金）中間テスト 

27日（金）進路説明会（保護者対象） 


